
変を発見することが難しくなります。予防・早期発見の
ために、家庭で日常的にできるセルフケアを紹介します。
足を見る習慣をつける／●入浴時に傷、色の変化、熱感、
冷感、腫れなどがないか見る
清潔を心掛ける／●石けんで指の間まで丁寧に洗う　　
●水分をよく拭き取る　●入浴後は保湿クリームで丁寧
に保湿する（神経障害が進んだ足は乾燥しやすく、亀裂
が起きやすい。バリア機能を保つことが重要。）
爪は正しく切る／●指の高さに合わせて真っすぐ切り、
家庭で処置できない場合は医療機関を受診する　●たこ
の自己流処置は危険なのでやめる
やけどに注意する／●湯たんぽやカイロは直接肌に当て
ない　●風呂の湯加減を確認してから入る
靴下を履く／●素足をやめる　●靴下は出血や膿汁が分
かる薄い色を選び、縫い目がゴツゴツしていない、きつ
すぎないものを選ぶ
足に合った靴を選ぶ／●かかとが高いものは避け、つま
先に余裕があり、クッション性があるものを選ぶ
　不安があればかかりつけ医にご相談ください。

【糖尿病看護認定看護師】

４月からコンビニエンスストアが
院内にオープンします

　４月１日に、ローソンが本館１階にオープン予定です。
準備のため、旧売店（ＣＬＯＶＥＲ）は改装工事中です。
　３月31日（木）までは、仮設売店を２号館１階 （連絡
通路先）で営業しています。ご不便をおかけしますが、
ご理解のほどお願いします。

フットケアを行いましょう
　足病変（潰瘍・壊

え

疽
そ

）の原因となる代表的な疾患が糖尿
病です。糖尿病看護では、足病変の予防・早期発見・早
期治療に向けたケアを実践しています。糖尿病の人は神
経障害、血流障害、免疫力の低下がみられ、自分で足病

　第６波のオミクロン株による新規感染者の増加に伴
い、子どもの患者数も増加し、市内や近隣市でも新型
コロナウイルス感染症による保育園の休園、学級閉鎖
がみられます。これまでの知見により、小児患者は比
較的軽症であることや、感染伝

でん

播
ぱ

については学校や保
育所でのクラスター報告も散見されますが、依然とし
て保護者や同居の家族からの感染である場合が多数を
占めています。
　今回流行のオミクロン株は、のどに近いところで増
殖する、いわゆる上気道炎をおこしやすい（デルタ株は
下気道炎をおこしやすい）という特徴があり、普通の風
邪とほぼ同様の症状が出現します。
　風邪は、風邪ウイルスによる急性上気道炎のことで、
鼻・咳・のどの症状が出ます。発熱もしますが10〜
20%程度です。それに対してオミクロン株は、発熱の
頻度が70〜80%と高率です。オミクロン株の方が発
熱しやすいといえます。同居家族と子どもが同時期に
発熱を伴う風邪症状がある場合は、コロナ感染を疑う

状況といえます。
　子どもにコロナ感染が疑われる症状が出た場合に
は、下記に留意して対応してください。
●症状が軽症であれば、安静にして水分をよく取り、対

症療法（解熱剤、鎮
ちん

咳
がい

去
きょ

痰
たん

剤など）を行ってください。
●発熱の持続や呼吸状態の悪化（多呼吸、喘

ぜん

鳴
めい

など）が
みられた場合や、生後３か月未満の乳児が発熱した
場合は、医療機関に連絡した上で速やかに受診して
ください。

　子どもをコロナ感染から守るために、子どもと同居
の家族は、日々の感染予防（手洗い・うがい・３密を避
ける）に努めるとともに、３回目のコロナワクチン接種
をお願いします。

【旭匝瑳医師会】

子どもの新型コロナウイルス感染症

健康ワンポイントアドバイス

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/
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